
第２回知立市制 50 周年事業実行委員会議事録 

日 時 令和元年９月 25 日（水）14：00～14：45 

場 所 中央公民館 １階 大会議室 

出 席 者 23 名／39 名 （50 周年事業プロジェクト 佐藤会長も出席） 

欠 席 者  16 名／39 名 

事 務 局 企画部長 企画政策課長 政策係長 政策係担当 

議題１ 委員入れ替えの報告（事務局）【資料１号】 

 次のとおり委員の入れ替えがあったため、事務局より報告を行った。 

①知立市消防団 手島 裕二さん → 池田 滋幸さん（写真・動画コンテスト部会） 

②知立金融協会 中根 裕二さん → 田口 岳夫さん（世界記録挑戦・結婚 50 周年お祝い

部会） 

※２人の委員は既に各部会で活動をしています。 

議題２ 各事業の進捗状況について【資料２号～６号】 

 各部会長がこれまでの部会の進捗状況を報告。（詳細については、資料２号～６号のとおり） 

≪意見≫ 

・世界記録挑戦の会場は決定しているか？ 

→決定していない。挑戦内容によるが、現段階ではパティオのかきつばたホールや学校施設な

どを想定している。 

・写真動画コンテスト部会でインスタグラムを活用する予定をしているが、PR 部会でも活用を

するとのこと。連携を図りたい。 

→委員が他部会に出席することは可能。必要に応じて会議にも出席し、連携を図っていく。 

 

議題３ 予算（案）について【資料７号】 

 現段階の予算構成（案）について事務局より説明。 

資料７号はこれまでの各部会での話合いから必要な事項を洗い出し予算をまとめたもの。 

歳入について、世界記録挑戦部会及びグルメフェスティバル部会においては、当初予算以外

の歳入を見込んでいる。世界記録挑戦部会は、ギネス社への申請費用を問合せたところ、審査

員を派遣してその場で世界記録を認定してもらう場合、最低でも 140 万円の費用が発生するた

め、当初予算では到底足りず、100 万円増額を行った。 

※元々、文化課で来年度に行う事業が中止となったため増額することが出来た。 

また、グルメフェスティバル部会では、ブースへの出店料（１ブース＝5,000 円）と備品貸

出料（机やイス）を見込んでいる。 

歳出について、現段階で既に予算に余裕はないため、各部会には枠内で事業を検討していた

だく。特に世界記録挑戦部会は、世界記録の挑戦に係る費用は、挑戦内容によって大きく変わ

るため、予算との兼ね合いを考えながら挑戦内容を考える必要がある。場合によっては、当日

の挑戦者に実費負担で参加してもらう方法もあり得る。 

ご当地キャラ部会とグルメフェスティバル部会は、ブースの設置が重複するため、一括して

係る費用を計上している。 

※１番の『257 万円』のところにブースやステージの設営費や備品の貸出しが含まれている。 



今後ご当地キャラ部会でも、人気のあるキャラを誘致する場合には費用が発生することが見

込まれているため、ここの２つの部会も予算が厳しい状況にある。 

このほか、事務局側の予算で用意するものとして、 

・トイレ 

・休憩所 

・当日スタッフのビブス 

・会場警備 

など、各部会だけでなく、会場全体に必要なものは事務局の方で用意をする。 

この他必要なものがあれば、随時事務局に相談をしてください。 

 

議題４ ステージイベントについて（事務局） 

現在、当日の会場には、次の３つのステージを設置する予定。 

・外のステージ（９ｍ×5.4ｍ）と表記のあるところ（資料５－１号） 

・パティオ内のかきつばたホール（1000 人収容） 

・パティオ内の花しょうぶホール（300 人収容） 

ご当地キャラ部会や世界記録挑戦・結婚 50 周年お祝い部会でそれぞれステージを使用する

予定をしているが、一時的なもの。 

ステージの盛り上がりはイベントに欠かせないため、担当する部会を決めた方が良いと考

え、よいとこ祭りでもステージイベントの企画・運営に携わっている方が多くいるグルメフェ

スティバル部会でどうか事務局より提案を行った。→満場一致で可決 

これにより他の部会がステージを使えなくなるわけではなく、基本的にはこの部会での事業

（ステージイベント）を優先に組み込んでいただくため、各部会でステージを使用したい場合

は、事務局もしくはグルメフェスティバル部会に話をしていただくことになった。 

 

その他 質疑応答 など 

Q.50 周年事業の基本方針にもある『シビックプライド』と『シティプロモーションの推進』が

今後ますます重要となり、今よりさらに市内外に発信していく必要がある。（竹内委員） 

A.その通りである。2020 年 11 月８日に決められたことをやるだけでなく、この特別事業を通

して市民に何を伝えたいか委員の皆様は考えてほしい。一般市民に「50 周年事業って？」と尋

ねられた時でも、委員全員が答えることが出来るように一人一人が 50 周年事業実行委員会の

委員としての自覚を持ってほしいと思う。（近藤会長） 

 

以上で終了。 

次回会議は、令和２年２月６日（木）14 時 00 分～ 中央公民館大会議室 にて開催予定 

 


